
令和５年度第１回江戸川区消防団運営委員会  

 

令 和６年３月２２日（金）１５時００分 
江戸川区役所本部庁舎東棟５階 災害対策本部室 

 

次    第 

 

１ 開 会 

  

２ 委員長挨拶 

 

３ 新委員の紹介 

 

４ 報   告 

前回の諮問に対する答申結果の概要説明・・・・・・・・・・・・資料１   

 

５ 議 事 

諮問について       

「変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応

え続ける方策はいかにあるべきか」 

             ・・・・・・・資料２～４ 

 

６ そ の 他 

⑴  江戸川区内消防団の現況          ・・・・・・・別添え１ 
⑵  令和５年中の江戸川区内災害状況      ・・・・・・・別添え２ 
⑶  消防団の主な教育訓練           ・・・・・・・別添え３ 
⑷  特別区消防団の装備資機材について     ・・・・・・・別添え４ 
⑸  諮問事項に対するアンケート調査      ・・・・・・・別添え５ 
⑹  江戸川区内消防団ポンプ積載車一覧     ・・・・・・・別添え６ 

 

７ 閉 会 

 

 



特別区消防団運営委員会の答申及び対応方針について
１ 諮問事項１ 諮問事項

項目 主な答申内容

実戦的活動力
の向上関係

〇特別区消防団震災時活動マニュアル等を活用した実戦
的な訓練及び署隊と連携した訓練の推進

〇実際の街区を使用した震災想定の実戦的な訓練の推進
〇消防団が主体となった総合的な訓練の推進

研修等の
充実関係

〇消火班等に特化した研修や教育など教育訓練の充実
〇職員と団員が同一研修に参加するなどの統一的な教育
の推進

〇消防学校が行う研修や資格取得講習の受講人員の増強

訓練環境の
充実関係

〇消防署訓練施設や方面訓練場などの更なる活用
〇区など関係機関等と連携した新たな訓練場所の確保や
総合的な訓練を実施できる大規模な訓練場の整備

資 料 １ － １

大規模地震発生時における特別区消防団の消火活動能力を向上させる方策はいかにあるべきか

（審議期間：令和３年１０月から令和５年３月まで）

Ⅰ 本業等をもち、時間等の制約がある消防団員が
効率的・効果的に活動能力を向上させる方策

① 実戦的活動力の向上関係

② 研修等の充実関係

③ 訓練環境の充実関係

 デジタル環境を有効活用した知識・判断力等の向上方策

① 現行のデジタル環境の活用関係

② 新たなデジタル環境の整備関係

 消火活動能力を低下させないための入団促進及び充足率
の維持向上方策

① 若い世代の団員確保関係

② 募集広報の充実・強化関係

③ 各種制度の利活用関係

 効果的かつ負担軽減した装備資機材の検討

① 新たな資機材関係

② 軽量化など負担軽減関係

対応方針

□新たな訓練モデルの提示・検証による実戦的活動力の向上
□積載車による出場から放水まで等の一連の火災対応訓練の推進
□消防団訓練指導ﾏﾆｭｱﾙ等の整備による主体的な活動の定着化

□可搬ポンプ実技講習の試行・検証
□消防学校研修や各種講習のｱﾝｹｰﾄや時勢を踏まえた随時見直し
□消防団の消防学校研修への職員の聴講の検討

□消防署訓練施設や方面訓練場を有効に活用した訓練の推進
□区など関係機関と連携した訓練場所の確保推進

Ⅰ 本業等をもち、時間等の制約がある消防団員が効率的・効果的に活動能力を向上させる方策

３ 主な答申内容及び対応方針３ 主な答申内容及び対応方針

２ 審議項目２ 審議項目



特別区消防団運営委員会の答申及び対応方針について

項目 主な答申内容
現行のデジ
タル環境の
活用関係

〇オンライン教養や遠隔による訓練指導の推進
〇訓練録画映像による振返り訓練の推進

新たなデジ
タル環境の
整備関係

〇災害対応や指揮の判断等ができるアプリの開発や導入
〇二次元コード活用による各種資機材の取扱説明動画の導入
〇ARやVRなど最新のデジタル技術を活用した訓練環境の導入

項目 主な答申内容

若い世代
の団員確
保関係

〇若年層へSNSでの情報発信、インターネット広告の充実
〇学生や企業の若年層を対象とした募集や体験入団の推進
〇現役団員との座談会の実施

募集広報
の充実・
強化関係

〇SNSの活用やインターネット広告による募集の強化
〇対象別（学生、女性など）リーフレットを活用した募集
広報
〇団員のインタビュー動画の充実

各種制度
の利活用
関係

〇消防団協力事業所及び制度の周知
〇学生消防団認証制度のメリットの周知・付加価値の検討
〇大規模災害団員制度等による団を継続できる環境の推進

項目 主な答申内容

新たな資
機材関係

〇ホース延長など、より迅速かつ負担軽減可能な資機材整備
（ホースバック、電動のホース延長台車等）
〇震災時等に備えた大量放水できる消火資機材の整備
（台座付き放水銃、大量放水可能な軽量ＧＮ等）

軽量化な
ど負担軽
減関係

〇油圧救助資機材や手引き可搬ポンプ搬送台車など、各既存
資機材の軽量化やコンパクト化、電動化の検討
〇既存資機材の整理統合の検討

 デジタル環境を有効活用した知識・判断力等の向上方策

対応方針
□東京消防団e-ラーニングシステムの更新による利便性の向上
□タブレット端末を有効に活用した教養や訓練の推進

□各種資機材取扱い動画等にアクセスできる二次元コード読取
り方式の導入検討
□ARやVRなどの技術を活用した訓練導入に向けた調査研究
（ARやVRなどの調査研究委託）

 消火活動能力を低下させないための入団促進及び充足率の維持向上方策

対応方針

□HP、SNS等を活用した消防団活動に興味を抱く情報発信の推進
□あらゆる機会で消防団活動の見学や資機材等の展示の推進
□現役消防団員との座談会の実施方法の検討

□インターネット広告による募集広報の拡充
□「東京消防団エントリーシート」を活用した入団促進
□団員インタビュー動画等を活用した地域紹介や消防団の魅力が
伝わる広報の推進

□消防団協力事業所による社会貢献や消防団PRの強化
□学生認証制度の周知による募集広報の強化
□大規模災害団員制度等の更なる周知と活用による退団への対策
の強化

 効果的かつ負担軽減した装備資機材の検討

対応方針

□震災時等、迅速にホース延長できるホースバックの整備
□資機材の電動化や新しい技術を取り入れた資機材の導入検討
□消火能力や安全管理向上のための資機材の導入検討

□更新に合わせた既存資機材の軽量化やコンパクト化など市場
の開発動向の注視と検討

資 料 １ － ２



 
 

 
江戸川区消防団運営委員会 審議予定(案) 

 

諮問事項 「変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民
の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか」 

 

※審議期間：諮問日から令和７年３月末日まで 
 

第１回 運営委員会 

令和６年３月２２日 
○前回諮問の答申報告 
○今回諮問事項の趣旨説明・大項目の抽出 

 
 
 

第２回 運営委員会 
 

令和６年１０月下旬～１１月中旬

（予定） 

○答申骨子(中・小項目)の抽出・検討 

 
 
 

事務局 審議内容を踏まえて答申案を作成 

 
 
 

第３回 運営委員会 
 

令和７年１月下旬～２月中旬 
予定 

○ 答申案の検討・承認(答申決定) 

 
 
 

令和７年３月３１日までに答申 

 

資 料 ２ 

令和６年３月２２日 

 

※ 各消防団へアンケート実施 



Administrator
テキストボックス
 資 料３



１ 諮問事項 

「変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上

させ住民の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか」 

２  趣旨 

特別区消防団は、地域になくてはならない代替性のない存在

であり、地域防災力の中核として、住民の負託に応えてきたと

ころである。 

さらに、本年は、関東大震災から１００年の節目の年である

など、消防団への期待はさらに高まっており、東京の安全安心

を守っていくためには地域防災力の中核である消防団が、将来

にわたって更に充実し、消防団としての役割を果たしていく必

要がある。 

一方で、特別区においては、人口が２０３５年ごろに減少に

転じ、２０５０年をピークに高齢化が進行すると予測されてい

るほか、近年は、DX の進展によるテレワークなどの働き方の多

様化や、単身世帯の増加による地域コミュニティの希薄化な

ど、社会情勢は常に変化している。 

このことから、各消防団や各区の特性なども踏まえながら、

変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住

民の負託に応え続ける方策について諮問するものである。 

３  審議期間 

令和５年８月から令和７年３月まで 

４  答申期日 

令和７年３月３１日 



特別区消防団運営委員会への諮問事項について
資 料 ４

変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか

Ⅰ 諮問事項

特別区消防団は、地域になくてはならない代替性のない存在であり、地域防災力の中核として、住民の負託に応えてきたところである。さらに、本年は、関東大震災から１００年の節
目の年であるなど、消防団への期待はさらに高まっており、東京の安全安心を守っていくためには地域防災力の中核である消防団が、将来にわたって更に充実し、消防団としての役
割を果たしていく必要がある。一方で、特別区においては、人口が２０３５年ごろに減少に転じ、２０５０年をピークに高齢化が進行すると予測されているほか、近年は、DX の進展によ
るテレワークなどの働き方の多様化や、単身世帯の増加による地域コミュニティの希薄化など、社会情勢は常に変化している。このことから、各消防団や各区の特性なども踏まえなが
ら、変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応え続ける方策について諮問するものである。

Ⅱ 諮問の趣旨

令和５年８月から令和７年３月まで（１年５ヶ月間） 令和５年度１回・令和６年度２回・計３回の審議予定

Ⅲ 検討の方向性

Ⅳ 諮問期間等

検討事項１ー１ 入団し活動を継続したいと思える組織の活性化方策について、江戸川区

の地域特性や消防団の現況（構成等）を踏まえ検討する。

団活動により、やりがいを持てる方策

資格取得講座の拡充等の検討

多様な主体との協働による地域密着
型の各種講習や教養講座の検討

災害への出場命令や、団員間の情報
伝達のあり方の検討

消防団事務の効率化が可能なタブ
レットを活用したシステムの検討

各種資機材の更新に合わせた仕様変
更等の検討

検討事項２－１ 消防力維持のため、計画的な人材育成方策について検討する。

経験が浅い消防団員への教育訓
練体制や目標、内容の検討

経験豊富な団員（中核となる団
員）による訓練指導体制等の検討

操法訓練と実動訓練の実施の目
安などの検討

訓練効果の確認方策について検
討

積極的な災害活動の定着化と区
等と連携した普及方法の検討

地域から、より理解と信頼を得る
消防団づくりの検討

課題１
地域防災の要である消防団として、変化及び成長していくための方策

課題２
活動力を地域で発揮し、地域住民の負託に応え続けるための方策

検討事項１ー２ 最新の技術等を考慮した活動環境の改善方策について検討する。

検討事項２ー２ 地域に尽力している消防団を地域住民により知ってもらう方策につ

いて検討する。

１ 具体的訓練目標や到達状況の確認の実施（デジタ
ル訓練日誌の導入や目標成果シートの作成）
２ 団員の活動技術や実績に応じた識別方策の検討
３ 長年の消防団活動で培った知識や技術を実戦的
訓練指導への反映（指導マニュアルの作成）
４ 訓練指導者の研修や体制など制度の検討
５ 消防署隊と連携した教育訓練体制の検討

１ ＭＣＡ無線に代わる無線機への更新や配置人員の見
直し、無線関係機器の統合による利便性の向上
２ 電話や緊急情報伝達システムに代わる出場指令手
段の導入など
３ 現行整備されているタブレット端末の更新に合わせた
新たなアプリやシステムの導入など
４ 環境に配意した装備資機材の検討や仕様変更による
利便性の向上、負担軽減

１ やりがいを感じる活動や各世代等でやりがいに違い
があることから、検討結果に基づき、やりがいを持て
る方策内容を検討
２ 既存講座の拡充や消防団活動において必要な資格
等について検討
３ 多様な職業等からなる消防団の特性を活かした団員
から団員への講話や研修の検討
４ 各地域に根付いている企業や官公庁、消防団協力事
業所等と連携した講習や講座、ワークショップの発掘

１ 消防団員が災害活動に従事する意識向上のための
方策について
２ 区や関係団体と連携した、消防団活動の新たな認知
度向上方策の検討
３ 地域行事や消防団行事などを通じた、地域住民の消
防団活動に対する理解促進方策について
４ 消防団員が行う総合防災教育等を通じた、将来を見
据えた児童・生徒の消防団活動に対する理解促進方
策について



 
江戸川区内消防団の現況 

 

令和６年３月１日現在 
１ 江戸川区内消防団の現勢 
 

 江 戸 川 消 防 団 葛 西 消 防 団 小 岩 消 防 団 東京２３区消防団 

団 長 名 渡邊  登 関口 政男 佐  誠 

 分 団 数 １０個分団  ８個分団  ８個分団 

可 搬 ポ ン プ 数 ３２台  １５台  ３１台 

定 員 数 ３５０名  ３００名  ４５０名 １６，０００名 

現 員 数 ２７８名  ２３７名  ４１０名 １３，８８３名 

充 足 率 ７９．４％  ７９．０％  ９１．１％ 
８６．８％ 

区内平均充足率 ８４．０％ 

内 訳 
男 性 245 名（８８％） 190 名（８０％） 343 名（８４％） 10,730 名（７７％） 

女 性 ３３名（１２％） ４７名（２０％） ６７名（１６％） 3,155 名（２３％） 

平 均 年 齢 ５０．４歳 ４８．５歳 ５０．５歳 ５０．６歳 

消防団協力事業所 ３事業所 ３事業所 ５事業所 ３５２事業所 

事 業 所 団 員 数 ２名 ２３名 ２１名 １，１１５名 

学 生 団 員 １３名 ３８名 １９名 １，０８８名 

 

２ 令和５年中の消防団活動状況 

      団別等 

区 分 

江戸川区内 

 江戸川消防団 葛西消防団 小岩消防団 

火 災 出 場 
件 数 １００ １９ ５８ ２３ 

人 員 １，０４９ １２７ ８１２ １１０ 

予 防 警 戒 
件 数 １，１２２ ２９４ ３８０ ４４８ 

人 員 ９，９１０ ２，７３０ ３，２２２ ３，９５８ 

教 育 訓 練 
件 数 １，１２１ ４５５ ２５２ ４１４ 

人 員 １２，６９５ ５，１３０ ３，４９５ ４，０７０ 

機 械 整 備 
件 数 ４０６ １１６ １７４ １１６ 

人 員 ２，１５４ ８３６ １，０７７ ２４１ 

そ の 他 災 害 

（水災等） 

件 数 ５ ０ ３ ２ 

人 員 ３０ ０ １７ １３ 

※ 数値は速報値です。 
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令和５年中の江戸川区内災害状況 

１ 江戸川区火災件数等一覧表 

署別等 
江戸川区内 

東京消防庁管内 

 江戸川 葛西 小岩 

火 災 件 数 等 合 計 
１６６ 

 （６） 

４６ 

 （▼１０） 

 ７１ 

（１１） 

４９ 

(５) 

 ４，３２６ 

  （３７６） 

建
物
火
災 

小計 
１１８ 

  （１５） 

   ３７ 

     （０） 

 ４７ 

（１３） 

３４ 

  （２） 

 ３，０５５ 

  （２０５） 

 

全 焼 
  １ 

 （▼１） 

   １ 

（１） 

 ０ 

（０） 

  ０ 

  （▼２） 

７１ 

   （▼９） 

半 焼 
  ３ 

 （０） 

   １ 

 （０） 

 ２ 

（２） 

０  

  （▼２）

   ６４ 

  （▼１１） 

部分焼 
 ２３ 

 （４） 

   ５ 

 （１） 

 １２ 

（６） 

    ６  

（▼３） 

 ４４０ 

  （５３） 

ぼ や 
 ９１ 

 （６） 

 ３０ 

   （▼２） 

 ３３ 

（５） 

  ２８ 

（３） 

 ２，４８０ 

  （１７２） 

車両・船舶 
  １０ 

 （４） 

   ３ 

 （３） 

 ５ 

（１） 

２ 

（０） 

 ２１８ 

  （２８） 

その他 
 ３８ 

 （▼１４） 

 ６ 

 （▼１３） 

 １９ 

（▼３） 

 １３ 

 （２） 

 １，０４３ 

   （１３７） 

焼損床面積(㎡) 
３６７ 

（▼２３０）

１９５ 

 （１２７） 

   １２７ 

 (５) 

  ４５ 

（▼３６２）

１７，２７９ 

（▼４６５５） 

死者数 
    ５ 

  （１） 

  ４ 

  （３） 

０ 

（▼２） 

１ 

   （０） 

 ８７ 

    （▼４） 

負傷者数 
  ２４ 

  （▼７） 

 ５ 

  （－８）

１０ 

（０） 

    ９ 

   （１） 

  ７５２ 

  （１０） 

主
な
出
火
原
因 

放火・放火の疑い 

(件) 

３１ 

  （▼８） 

 ８ 

  （▼１） 

１０ 

（▼１２） 

  １３ 

 （５） 

６２９ 

  （２８） 

ガステーブル等 

(件) 

  ２３ 

  （１９） 

   ５ 

   （１） 

８ 

（４） 

 １０ 

（５） 

 ３７７ 

  （４６） 

たばこ 

(件) 

  ３２ 

   （９） 

   ９ 

 （▼１） 

１７ 

（７） 

 ６ 

（３） 

６５７ 

  （８８） 

【備考】 

 １ 数値は速報値です。（  ）内の数値は前年との比較で「▼」は減少を示します。 

 ２ 火災種別等では、林野、航空機、治外法権を除いています。 
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２ 江戸川区における全火災件数と放火件数の推移（過去１０年間）  

 

３ 江戸川区における焼損床面積と死者の推移（過去１０年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 火災による死者には、自損によるものを含む。 

 

 

 

                       

平成

26年

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

焼損床面積 2,098 788 788 971 1,243 557 302 828 597 367

火災による死者 2 7 2 4 4 3 3 1 4 5

2

7

2

4

4
3

3

1

4

5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

死
者
数
（
人
）

焼
損
床
面
積
（

）

平成

26年

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和
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      消防団の主な教育訓練

【東京消防庁等が主催するもの】 

研修及び講習名 対象者 内 容 等 

幹
部
研
修 

初級幹部科研修 班長 初級幹部として必要な指揮要領等について習得する。 

中級幹部研修 
分団長、副分団

長、部長 

中級幹部として必要な知識、部下指導及び指揮能力の向上を図

る。 

上級幹部研修 団長、副団長 
上級幹部として必要な見識、管理監督及び統括指揮について習得

する。 

指揮幹部科研修 
分団長、副分団

長、部長 

大規模災害時における指揮者としての職責を自覚し、指揮能力向

上を図る。 

幹 部 候 補 中 央 

特 別 研 修 

４０歳以下、団

歴３年以上 

消防団の幹部候補として活躍が期待される若い消防団員に対し、

男女別に特別研修を実施し、将来の消防団幹部を育成する。 

資
格
取
得
講
習 

第三級陸上特殊無

線技士養成課程 
努めて部長以上 

電波法の規定による無線従事者を養成するため、公益財団法人日

本無線協会が実施する講習を受講し、資格を取得する。 

二級小型船舶操縦

士講習 
部長以下 

二級小型船舶操縦士に必要な航海上の知識及び操船技術を習得

する。 

可搬消防ポンプ等

整備資格者特別講

習 

３年以上の実務

経験を有する者 

可搬消防ポンプ等の点検整備について、必要な知識及び技術を有

する者を養成するための講習を受講し、資格を取得する。 

技
能
取
得
研
修 

警防科研修 部長以下 
消火、救助及び震災時等における消防活動を行う際に必要な知

識・技術、消防署隊との連携要領を習得する。 

機関科研修 

班長以下、団歴

１年以上、免許

取得２年 

可搬ポンプ積載車を運行するための緊急走行、機関運用等に必要

な知識、安全に配意した走行要領、ポンプ運用の習得を図る。 

女性消防団員研修 分団長以下 女性消防団員の活性化及び活動能力の向上を図る。 

【特別区消防団長会が主催するもの】 

研修及び講習名 対象者 内 容 等 

消防団員教養講座 
指導的立場にあ

る者 
外部講師による危険予知訓練等の教養講座 

健康セミナー 
指導的立場にあ

る者 
外部講師による公務災害防止に向けた運動実技の習得を行う。 

ハラスメント防止講習 
指導的立場にあ

る者 
外部の専門講師によるハラスメント防止に向けた講習会 

英会話技能講習 
指導的立場にあ

る者 

外国人と接する機会の増加も予想されることから、英会話能力向

上を図るための講習 

学生消防団員セミナー 学生団員 
次世代の担い手の育成とコミュニティの構築による消防団組織

の活性化を目的とした講習 

手話技能講習 
指導的立場にあ

る者 

災害時における聴覚等障害者への対応、平常時における手話を

活用した救命講習や防災訓練指導の実施等、聴覚等障害者への

対応力を向上させる講習 

女性消防団員セミナー 女性団員 
都内で活躍する女性消防団員同士の交流及び情報交換の場を提

供することで女性消防団員の定着を図る。 

【消防団が主催し、消防署が支援するもの】 

教育訓練名 対象者 内 容 等 

基
礎
教
養 

分 団 長 教 養 分団長 消防団幹部としての指揮能力向上に対する教養 

副 分 団 長 教 養 副分団長 各種災害活動能力向上に対する教養 

新 入 団 員 教 養 新入団員 
消防団員ハンドブック等を活用し、消防団員としての基礎

的知識及び技術の習得 

教育訓練推進者教養 
教育訓練 

推進者 
教育訓練推進に対する知識及び技術の習得 

実
戦
的
訓
練 

署隊との連携訓練 全団員 年度において２回程度、実戦的な訓練を行う。 

隣接消防団との 

合同訓練 
全団員 隣接消防団と合同で総合訓練を行う。 

震
災
訓
練 

総合震災消防訓練 全団員 
参集、情報収集、団本部運営及び実動訓練を通し、

震災時の活動能力向上を図る。 

震災図上訓練 全団員 
署隊本部と団本部が連携し図上訓練を行い、震災時

の活動能力向上を図る。 

水
災
訓
練 

区総合水防訓練 全団員 
署隊と連携して水防工法等の訓練を行い、水災時の

活動能力向上を図る。 

水災図上訓練 全団員 
署隊本部と団本部が連携し図上訓練を行い、水災時

の活動能力向上を図る 

上級救命講習 全団員 
普通救命講習の内容に加え、小児・乳児に対する心

肺蘇生包帯法を習得する。 

上級救命再講習 全団員 
上級救命講習を修了し、３年を経過した者が改めて 

受講する。 

応急手当普及員講習 上級救命講習者 

団普及員になるために必要な資格講習。主として事

業所、防災組織及び地域において、当該事業所等の

者に対する普通救命講習の指導者に従事する。 

応急手当指導員講習 応急手当普及員 

東京消防庁が行う普及業務に関する講習の指導に従

事する。応急手当指導員講習を修了すると上級救命

講習の指導者に従事することができる。 

フォローアップ講習 応急手当指導員 
応急手当指導員講習の認定証を有する消防団員の技

術向上を図る。 
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特別区消防団の装備資器材について 

救助・救急資器材 

種別 資器材 配置 使用目的 写真 

救助 

資器材 

チェーンソー 各ポンプ 
震災時に木材等を 

切断 

 

 

 

切断防止用保護衣 各ポンプ 
チェーンソー使用時

に装着 

 

 

 

 

携帯型油圧救助器具 各 分 団 

倒壊建物からの救助

や車両ドア開放等に

使用 

 

 

 

 

万能ハンマー 

（ﾍﾞﾝｹｲ､ｽﾄﾗｲｶｰ） 
各ポンプ 

機械が使えない所で

の破壊活動に使用 

 

 

 

 

簡易救助資器材 各ポンプ 
バール、大ハンマー、 

鉄線鋏、鋸、ロープ等 

 

 

 

フロートロープ 各 分 団 
水面に浮き冠水時の 

避難誘導等に使用 

 

 

 

 

救急 

資器材 

救急カバン 各 分 団 
三角巾、包帯 

ゴム手袋等 

 

 

 

担架 各 分 団 
折りたたみ可能の 

担架 

 

 

 

 

ＡＥＤ 各 分 団 

負傷者が発生した際

の応急救護活動に使

用 

 

感染防止衣 各 分 団 
応急救護活動時の 

感染防止 
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特別区消防団の装備資器材について 

照明・保護器具関係 

種別 資器材 配置 使用目的 写真 

照明 

資器材 

投光器 各ポンプ 

夜間の災害、警戒等で

使用（投光器、発電機、

三脚、コード） 

 

 

 

 

 

電光表示器 各 分 団 

夜間の災害、訓練等

で周囲を均一に照ら

すバルーン型の投光

器、発電機付き 

 

 

 

 

 

強力ライト 各 分 団 
光の直進性が高い 

懐中電灯 

 

 

 

ヘッドライト 各 団 員 

保安帽、防火帽に取り

付けて夜間の活動に

おいて、視線方向を照

らすライト 

 

 

 

 

 

保護 

資器材 

防塵メガネ 各 団 員 

救助活動や応急救護

活動や各種訓練時に

おける目の保護 

 

防塵マスク 各 団 員 

救助活動等における

粉塵等の吸込みを防

止 

 

 

 

 

救命胴衣 各 団 員 
水防活動時等におけ

る安全確保 

 

 

 

 

 

スノースパイク 各 団 員 

降雪時の活動時に、長

靴、活動作業靴に取付

ける滑り止め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特別区消防団の装備資器材について 

情報・伝達器具関係 

種別 配置 使用目的 写真 

ＭＣＡ無線機 
分団長以上 

消火班 

特別区消防団員専用無線通信機で、

消防団間のみの通信に使用する 

 

 

 

 

 

携帯無線機 分団長以上 

同一の管轄である消防署隊と同じ

署活波が入る４００Ｈｚ携帯無線

機 

 

 

 

 

受令機 分団長以上 
東京消防庁警防本部（総合指令室）

からの災害情報を受信する 

 

 

 

 

トランシーバー 
各分団に 

3 機 

災害活動や警戒活動における情報

伝達手段として使用 

 

 

 

 

 

モバイル機器 

（タブレット） 
本団、各分団 

災害時の情報収集や情報共有、平常

時の訓練指導、オンライン会議、オ

ンライン講習等に使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特別区消防団の装備資器材について 

その他の資器材関係 

資器材 配置 使用目的 写真 

非常用発電機 各 分 団 
震災等で停電時に分団本部に電気

を供給 

 

 

 

 

 

フローティング

ストレーナー 
各 分 団 

可搬ポンプの吸管に取付け、震災時

の河川等の自然水利からの給水や

水災時の浸水区域での排水活動に

使用 

 

 

リヤカー 各 分 団 資器材の搬送等に使用 

 

 

 

 

訓練用 

救急資器材 
各 分 団 応急救護訓練や都民指導に使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 



 

江戸川区消防団運営委員会の諮問事項に対するアンケート調査（案）

 葛西消防団事務局では、江戸川区消防団運営委員会の諮問事項である「変化する社会情勢に適応し特別

区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか」について検討しておりま

す。 

 是非、消防団員の皆様からご意見をお聞かせください。 

 ご多忙中恐縮ですが、ご回答いただけますようお願い申し上げます。 

 

【Ｑ１】あなたの階級を教えてください。 

１．団員  ２．班長  ３．部長  ４．副分団長  ５．分団長  ６．副団長以上 

【Ｑ２】あなたの年齢を教えてください。 

１．１０代  ２．２０代  ３．３０代  ４．４０代  ５．５０代   ６．６０代以上 

【Ｑ３】あなたの性別を教えてください。 

１．男性   ２．女性   ３．その他 

【Ｑ４】あなたの職業を教えてください。 

１． 経営者  ２．自営業・自由業  ３．会社員  ４．パート・アルバイト  ５．学生  
 

６．主婦・主夫  ７．無職   ８．その他  

 

「地域防災の要である消防団として、変化及び成長していくための方策」について検討しております。 

入団し活動を継続したいと思える組織の活性化方策について、あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ５】消防団活動の中で、やりがいを感じる活動について、次の中からお選びください。 

※ 複数回答可 

１．災害活動  ２．操法大会訓練  ３．防火・防災訓練指導  ４．救命講習指導  

 

５ 災害対応訓練・規律訓練  ６．その他（            ） 

【Ｑ６】消防団活動の中で、やりがいを感じる瞬間について、次の中からお選びください。 

※ 複数回答可 

１ 災害現場での感謝の言葉  ２ 訓練指導での御礼の言葉  ３ 住民からの労いの言葉 

 

４ 家族からの支援の言葉   ５ その他（         ） 

【Ｑ７】今後、行ってみたいと思う学校研修を次の中からお選びください。 

※ 複数回答可 

１．初級幹部科研修：（１日）初級幹部として必要な指揮要領等について習得する。 

２．指揮幹部科研修：（２日）大規模災害時における指揮者としての指揮能力について習得する。 

３．警防科研修：（１日）消防活動を行う際に必要な知識・技術、消防署隊との連携要領を習得する。 

４．機関科研修：（１日）機関運用等に必要な知識、走行要領、ポンプ運用について習得する。 

５．女性団員研修：（１日）女性消防団員の活性化及び活動能力について習得する。 

６．上級幹部研修：（半日）上級幹部として必要な見識、管理監督及び統括指揮について習得する。 
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【Ｑ８】研修・講習等に参加する場合、参加可能な期間を次の中からお選びください。 

１．半日   ２．１日   ３．２日   ４．３日   ５．５日   ６．１週間以上 

【Ｑ９】今後、行ってみたと思う講習を次の中からお選びください。 

※ 複数回答可 

１．第三級陸上特殊無線技士養成 ２．二級小型船舶操縦士講習 ３．手話講習 ４．英会話講習 

 

５．可搬消防ポンプ等整備資格者特別講習 ６．応急手当指導員講習  ７．応急手当普及員講習 

 

８．普通救命講習  ９．上級救命講習  10．健康セミナー講習  11．女性団員セミナー講習  

【Ｑ10】消防団活動において、今後、必要と思われる講習・研修・ワークショップを教えてください。 

例 講習：防災士養成講習・重機車両講習 

  研修：救助科研修・消防自動車運転研修・訓練指導者研修・大規模災害に対応するための研修 

  ワークショップ：防災・災害に備える・気象 

【Ｑ11】消防団活動において、今後、必要と思われる資格を教えてください。 

１．危険物取扱者  ２．防災士  ３．アマチュア無線技士   ４．消防設備士 

 

５．実用英語技術検定   ６．小型クレーン免許   ７．その他（         ） 

【Ｑ12】消防団活動において、日頃、不安に思っていることを教えてください。 

１ 平時の消火活動（指揮活動含む） ２ 大規模災害活動（震災・水災） ３ 防火・防災訓練指導 

 

４ 救命講習指導 ５ 操法大会訓練  ６ 私生活（仕事）との両立 ７ その他（      ） 

 

「地域防災の要である消防団として、変化及び成長していくための方策」について検討しております。 

最新の技術等を考慮した活動環境の改善方策について、あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ13】災害への出場命令や、団員間の情報伝達等に効率化・利便性が図れる通信システムがあれば

記入してください。   

 例：携帯無線機の個人配置・携帯電話と連動したシステムの開発 

                                     

【Ｑ14】現在配置のタブレット端末に新たにアプリやシステム等を導入することで、効率化・利便性

が図れるものがあれば記入してください。 

 例：団員各自の位置がわかるアプリ・災害連絡アプリ 

                                      

【Ｑ15】新たに配置して欲しい資機材があれば記入してください。 

例：ガンタイプノズル・ホースカー・５０㎜ホース 

  

次ページへお進みください。 



【Ｑ16】現在配置の資機材の中で、改良・改善してほしい資機材があれば記入してください。 

例：手引きポンプ台車の電動化・ポンプ積載車の大型化 

  

 

「活動力を地域で発揮し、地域住民の負託に応え続けるための方策」について検討しております。 

消防力維持のため、計画的な人材育成方策について、あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ17】消防団活動において、やりがいをアップさせる最も効果的と思われるものを次の中からお選

びください。    

※ 複数回答可 

１．挑戦的な目標を与える。 ２．達成感を与える。 ３．創意を生かせる余地を与える。  

４．フィードバックの機会を多く用いる。  ５．一段上の機会に参画させる。 

６．個人的対話の機会を多くする。  ７．競争心に訴えかける。 

【Ｑ18】消防団の訓練で最も必要と思われる訓練を次の中からお選びください。 

１．可搬ポンプ操法訓練  ２．火災対応訓練    ３．救助対応訓練   ４．震災訓練 

５．水防訓練    ６．機関運用訓練（運転含む） ７．救急訓練（応急・上級・指導者等） 

８．規律訓練  ９．その他（          ） 

【Ｑ19】自分の能力、経験を知るために最も効果的と思われるものを次の中からお選びください。 

１．定期的な面談  ２．目標成果シートの作成  3．試験・効果確認の実施  

 

 ４．研修実績記録ノートの作成  ５ ．その他（          ） 

【Ｑ20】経験が豊富な団員（中核となる団員）による分団内の訓練体制を強化するため、訓練指導の

育成で、最も効果的と思われるものを次の中からお選びください。 

１．指導マニュアルの作成・活用  ２．消防学校研修の実施  ３．消防署による教養の実施 

 

４．団幹部による訓練教養の実施  5．その他（         ） 

 

「活動力を地域で発揮し、地域住民の負託に応え続けるための方策」について検討しております。 

地域に尽力している消防団を地域住民により知ってもらう方策について、あなたのご意見をお聞かせく

ださい。 

【Ｑ21】消防団活動（災害活動・団行事・訓練・住民指導・警戒等）において、消防団活動や消防

団募集活動をアピールする広報活動について、何かよいアイディアがありましたら、記入

してください。 

 

 

【Ｑ22】その他、ご意見がありましたら、ご自由に記入してください。 

 

 

質問はすべて終了です。ご協力、誠にありがとうございました。 



江戸川区内消防団 ポンプ積載車一覧 

 

江戸川消防団 

町会配置１７台 庁配置４台 

葛西消防団 

町会配置１０台 庁配置３台 

小岩消防団 

町会配置１０台 庁配置４台 

分 団 所   有 分 団 所   有 分 団 所   有 

１ 東京消防庁 １－１ 東京消防庁 １ 東京消防庁 

２ 東京消防庁 １－２ 船堀自治会連合会 ２ 東京消防庁 

３－１ 五分一町会 ２－１ 二之江地区協議会 ３ 東京消防庁 

３－２ 松島南町会 ２－２ 船堀地区協議会 ４ 東京消防庁 

３－３ 松島東町会 ３－１ 長島町会 ５－１ 有 志 

４－１ 大杉町会 ３－２ 桑川町新和会 ５－２ 興宮自治会 

４－２ 五南町会 ４－１ 雷町会 ５－３ 本一色自治会 

４－３ 五北町会 ４－２ 仲町会 ６－１ 
江戸川北東自治会 

北篠崎二丁目自治会 

５－１ 椿親和会 ５ 東京消防庁 ６－２ 上篠崎自治会 

５－２ 新堀町会 ６ 東京消防庁 ６－３ 篠崎本郷町会 

５－３ 谷河内北町会 ７ 新田町会 ７－１ 篠崎仲町町会 

６－１ 下鎌田町会 ８－１ 小島地区協議会 ７－２ 南篠崎町会 

６－２ 江戸川一丁目町会 ８－２ 宇喜田地区協議会 ８－１ 松本町会 

７－１ 今井町会   ８－２ 有志 

７－２ 西瑞江三丁目町会     

７－３ 瑞江町会     

８－１ 一之江南部町会     

８－２ 一之江馬場六親会     

８－３ 一之江上親交会     

９ 東京消防庁     

10 東京消防庁     
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